
                           ４ 資機材の使い方 

 

○ ここに記載のある資機材は、避難所管理組織を中心に、避難者全員で協力
しながら設置をしてください  

○ 避難所管理組織の詳しい活動内容は、「指定避難所運営マニュアル」をご覧
ください 
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○ 使用の手順・注意点 

●個別呼出をする場合 

①半固定アダプターのハンドセットを持ち上げる。 

②無線機はなごや０となごや１の２つのグループがあり、同一グループ間の通話の場

合、呼出番号３桁（呼出番号表を参照。）を押す。異なるグループ間での通話の場合、

下記のとおりグループ番号５桁+呼出番号３桁を押す。 

なごや０ なごや１ 

23100+３桁 23101+３桁 

千種区・東区・北区・西区・ 

中村区・昭和区・瑞穂区 

に配置されている無線機 

熱田区・中川区・港区・南区 

・守山区・緑区・天白区 

に配置されている無線機 

③「📞📞📞📞採用」を押して呼び出す。 

④通話（３分以内で通話を行う。） 

⑤終話（ハンドセットをもとの位置に戻す。） 

（※ＦＡＸ機の受話器を持ち上げても通話はできません。） 

 

●ＦＡＸ機を使用する場合（例：区役所に原稿を送信する。） 

①原稿をセット（表向き）する。  

②ＦＡＸ機本体の「ワンタッチダイヤル１」（区役所１）または 

「ワンタッチダイヤル２」（区役所２）を押す。 

③自動的に終了 

（※無線通信を使ったＦＡＸの特性上、多少時間を要します。） 

 

●音声呼出を受けた場合 

 ①ハンドセットを本体より持ち上げる 

 ②通話（３分以内） 

 ③終話（ハンドセットを元の位置に戻す） 

 （※ＦＡＸ機の受話器を持ち上げても通話はできません。） 

 

●グループ呼出（プレストーク）受けた場合 

①相手からの呼出 

（液晶表示部には「プレストーク通信」と表示される。） 

②ハンドセットを本体より持ち上げる。 

③通話 

（話す時のみ、ハンドセットのプレススイッチを押す。相手の声を聞く時は押さない。） 

④終話（半固定アダプターのハンドセットをもとの位置に戻す） 

（※プレススイッチを押していると、グループ内の他の方が話すことがで 

きません。話す時以外は絶対に押さないようにして下さい。） 

（※ＦＡＸ機の受話器を上げても通話はできません。） 
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 ○ 使用の手順・注意点 

１ テレビに同軸ケーブルを取りつけ、ア

ンテナと繋ぎます。 

２ アンテナを、東（瀬戸デジタルタワー

の方向）へ向け、電波を受信できるよう

設置します。 

（アンテナは防水仕様。屋外でも使用可） 

コンセント（停電時には非常用電池）に接続 

○ テレビの使用方法 

○ 非常用電池の使用方法 

【注意点】 

・災害時に実際に使用する場合以外は電池の保存袋を開封しないでください。（開

封した瞬間から発電が始まります。） 

・開封後は、使用時以外は電池を保存袋に入れてください。（ある程度発電を抑

えることができます。） 

（保存袋から電池が

出された状態） 

（インバータ） 

１ 接続ケーブルの端子とインバータの

端子をつなぎます。 

マイナス端子（黒）をインバータの電源入 

力端子（黒）に接続し、プラス端子（赤） 

を機器の電源入力端子（赤）に接続 

２ 接続ケーブルのコネクタを電池側の

コネクタジャックに差し込みます。 

３ 電源スイッチを‘ON’にし、テレビ

のACプラグをコンセントに差し込みま

す。 
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間仕切り 

 ○ 導入の趣旨 

 ○ 使用想定 

 ○ 配備物品一覧 

避難所における授乳室や更衣室（特に女性）を他に確保できない場合にプライバシー

を確保できるよう、市立小中学校等など受入可能人員の多い避難所に２セットずつ配備

しています。 

・更衣室、授乳室など、利用方法に合わせて適切な場所に設定してください。 

・避難所の開設時に協力して設置してください。 

【外観】 

・間仕切りテント 

・FRPロッド 

（黒色のロッド：タテ方向補強材） 

（灰色のロッド：ヨコ方向補強材） 

・表示札 

・設営説明書 

※【表示札】 

【設置した状態】 

○サイズ 

約 150×20×20cm 

（横×奥行×高さ） 

○重さ 

約 3kg 
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 ○ 使用の手順・注意点 

○ 設営は二人以上で行ってください。 

○ 設営方法（同じものが間仕切り収納袋に縫い付けてあります） 

①円形の台座を下に

して立てる。 

②シルバーの面が上

になっている状態

で A をめくると赤

いハンドルがでる。 

③赤いハンドルを矢

印の方向へ、骨組み

が外側へ張り出す

まで強く引く。 

⑤次に、後方の黒いハ

ンドルも同じよう

に引く。 

④同時に反対側の面

の赤いハンドルも、

骨組みが外側へ張

り出すまで強く引

く。 

⑥黒色のロッドを正

面内側左右の上下

にあるポケットに

差し込み固定する。 

⑦灰色のロッドを正

面上部内側左右に

あるポケットに差

し込み固定する。 

○ 間仕切りを設置できるスペースを確保してください。 
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簡易式スロープ 

 ○ 導入の趣旨 

 ○ 使用想定 

 ○ 配備物品一覧 

主要な避難所である市立小中学校のうち、福祉環境整備が行われておらず、必要な昇

降スロープも配備されていない学校について、福祉避難スペースまでの段差解消のため

に必要な昇降スロープを配備しています。  
・車いすの使用者が、施設の入口から福祉避難スペースまで移動できるように、障害と

なる段差を解消するために、段差にスロープを設置します。 

・避難所の開設時に協力して設置してください。 

各施設の段差の状況に応じて、65～200cm

のスロープが配備されています。 

※この状態で保管されています。 

【 外観 】 

施設によっては投票所用の簡易式スロープ

でご対応いただきます。 

（ 16 ）



（ 17 ）


